
当院のシンボルマークは、患者さまに対する「まごころ」を漢字の「心」で表現しています。
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安心の優しい医療を提供し、
市民から信頼される病院を目指します

下関市立市民病院

基本理念

●市民のニーズに応じた最善の医療を提
　供します。
●重点診療項目として、悪性疾患、救急
　及び生活習慣病に取り組みます。 
●安定した健全な病院経営を目指します。

基本方針
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▲新型コロナウイルス感染症の重点医療機関として、最前線で感染症対策に取り組んでいます。



　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
良
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
12
月
に
中
国
で
発
生
し
た
と
さ
れ
る
こ

の
流
行
病
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ－

19
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
か
ら
３
年
目
と

な
り
ま
す
。

　
ほ
ぼ
百
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
に
相
当
す
る
「
世
紀

の
感
染
症
」
が
、
世
界
を
ま
た
た
く
間
に

変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
か
ら
日
本

で
マ
ス
ク
が
定
着
し
た
よ
う
に
、
こ
の

度
、
宴
会
な
ど
が
、
ば
っ
た
り
と
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
当
院
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守

る
下
関
市
の
第
２
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
重
点
医
療
機
関
と
し
て
、
診
療
・
看
護

も
最
先
端
の
情
報
を
取
り
入
れ
、
献
身
的

に
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
受
診
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
ご
報
告
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
明
け
、
中
国

や
欧
米
か
ら
玉
石
混
交
の
医
療
情
報
が
届

く
中
、
地
域
の
感
染
症
診
療
の
拠
点
と
し

て
、
限
ら
れ
た
資
材
の
中
で
最
善
の
診

療
・
看
護
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た

だ
し
模
範
を
目
指
す
立
場
で
す
の
で
、
や

や
厳
し
く
面
会
制
限
な
ど
の
対
応
を
取
ら

ざ
る
を
得
ず
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
。

　

率
先
し
て
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
で

は
、
対
策
本
部
を
設
置
し
、
患
者
さ
ま
の

動
線
を
一
般
の
方
と
わ
け
て
誘
導
し
、
退

院
や
宿
泊
（
ホ
テ
ル
）
療
養
も
保
健
所
と

協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
療
養
も
診
る
下
関
市
医
師

会
と
も
連
携
を
密
に
行
い
、
さ
ら
に
地
域

の
公
的
病
院
と
も
、
奇
兵
隊
ネ
ッ
ト
（
下

関
地
域
医
療
連
携
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
用

い
て
、
画
像
を
共
有
し
て
病
状
の
把
握
や

治
療
薬
の
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
陽
性
者
も
一
般
の
方
も
心

配
な
く
診
療
で
き
る
体
制
で
す
の
で
、
安

心
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
最
前
線
で
働
く
看
護
職
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
伝
え
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
入

院
に
は
、
従
来
か
ら
の
感
染
症
病
棟
に
加
え

病
床
を
確
保
し
、
第
６
波
の
さ
ら
な
る
感
染

拡
大
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
が

一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
場
に
と
っ
て
大
変
だ
っ
た
の
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
て

間
も
な
い
頃
で
し
た
。

副
院
長吉

田

順
一

じ
ゅ
ん
い
ち

よ
し
だ

　
感
染
床
病
棟
の
体
制
を
整
え
な
が
ら
、

入
院
を
受
け
入
れ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
で
、
感
染
力
の
強
さ
、
有
効
な
感
染
対

策
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
現
場
は
混
乱
し
ま
し
た
。
医
療
資
源

も
不
足
し
、
院
内
感
染
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
必
死
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
入
院
さ
れ
て
い
た
患
者
さ
ま

は
、
長
期
の
治
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
１

か
月
以
上
隔
離
入
院
が
続
き
ま
し
た
。
自

責
の
念
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
精
神
状

態
に
あ
り
、
転
居
や
転
校
ま
で
考
え
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
不
幸

に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
最
後
の
お

別
れ
が
で
き
ず
、
ご
家
族
の
方
に
も
つ
ら

い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
感
染
予
防
を
最
優
先
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
ず

申
し
訳
な
い
思
い
で
し
た
が
、
患
者
さ

ま
、
ご
家
族
の
方
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
救

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

は
い
つ
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
医
療
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。

は
や
り
や
ま
い
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迎
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こ
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存
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す
。
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０
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。
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感
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。
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。
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２
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。
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。
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棟
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受
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入
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感
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に
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。
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念
に
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し
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さ
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に
あ
り
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転
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や
転
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ま
で
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え
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方

も
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ら
っ
し
ゃ
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ま
し
た
。
ま
た
、
不
幸

に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
最
後
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お
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れ
が
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き
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、
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族
の
方
に
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思
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ま
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ま
し
た
。
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フ
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感
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予
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を
最
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、
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、
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族
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方
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言
葉
を
か

け
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た
だ
き
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
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救

わ
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ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

は
い
つ
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
医
療
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
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で
、

安
心
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。

看
護
部
　
師
長

重
永

洋
子

よ
う
こ

し
げ
な
が

出典：首相官邸HPより

感染症対策へのご協力をお願いします感染症対策へのご協力をお願いします
新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、「手洗い」や「マ
スクの着用を含む咳エチケット」です。

　新型コロナワクチン個別接種は行っておりません。
　個別接種に関するお問い合わせは、下関市コロナワク
チンコールセンターまでお問い合わせください。

　面会などに関する最新状況は病院ホームページをご
確認ください。オンライン面会を行っていますので、ご活用
ください。
お申し込み・お問い合わせ電話番号
083-231-4111（代表）

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

面会などの最新状況について

当院の新型コロナウイルスに関する
最新のお知らせはこちらから→
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令
和
３
年
10
月
20
日
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
健
康
保
険

証
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
転

職
・
結
婚
・
引
越
し
を
し
て
も
、
新
し

い
健
康
保
険
証
の
発
行
を
待
た
ず
に
、

保
険
者
で
の
手
続
き
が
完
了
次
第
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
医
療
機
関
・
薬

局
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が

導
入
さ
れ
て
い
な
い
医
療
機
関
・
薬
局

で
は
、
引
き
続
き
健
康
保
険
証
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
医

療
機
関
・
薬
局
に
は
、
下
記
の
ス
テ
ッ

カ
ー
・
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
当
院
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
利
用
す
る
場
合
は
、

３
番
窓
口
（
夜
間
休
日
は
守
衛
室
）
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
専
用
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
に
ご
本
人
さ
ま
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
て
、
顔
認
証
ま

た
は
暗
証
番
号
入
力
に
よ
る
本
人
確
認

を
行
う
こ
と
で
利
用
可
能
と
な
り
ま

す
。
従
来
の
よ
う
に
健
康
保
険
証
を
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受

付
で
の
接
触
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
情
報
提
供
に
同
意
す
る
こ
と
で

限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
と
は
？

【
連
載 

エ
ッ
セ
イ
】

病院機能評価更新審査を通して
得られたこと

た な か ま さ お

＜院長＞　田中　雅夫

　新年明けましておめでとうござ
います。新型コロナウイルス感染
症発生から丸２年、これまでの新
型ウイルス感染症は２年も経てば
終息してきたのですが、変異を繰
り返す新型コロナウイルスは、い
つおさまるのか予測できません。
　職員に対して、会食をずっと禁
止していますので、忘年会や新任
職員の歓迎会もしてあげられない
ままです。

　診療は通常通りに行い、受診控
えも少しずつ回復していますが、
まだ３年前の状態までには戻って
いません。受診が遅れることで治

療が難しくなる病気は多いので、
病院に行くことをためらわないよ
うになさってください。
　面会の制限も一刻も早く解除し
たいと常に思っておりますが、こ
れも第６波の様子次第です。

　感染症の影響により１年延期と
なっていた病院機能評価の更新審
査を、ようやく12月に受けるこ
とができました。日頃からやって
きたことを、評価調査者の方々に
褒めていただいた点もたくさんあ
りました。
　改善を指摘された点はわずかで
したのですぐに改善しました。受
審を通じて、職員全員が気を引き

締めることができたのは、良い副
産物です。

　やがて、感染症もおさまって、
もとのようにマスクのない顔で語
り合える時も戻るでしょう。どう
か本年も下関市立市民病院をよろ
しくお願いいたします。　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

し
ろ
や
ま

け
い
す
け

＜

医
事
グ
ル
ー
プ
長
補
佐＞

城
山
　
恵
介

新年のご挨拶

適正な受診のお願い

本年もどうぞよろしくお願い
いたします

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院－4－
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当
院
で
は
令
和
３
年
12
月
よ
り
、
新
し
い

骨
密
度
測
定
装
置（
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
社
製：

Ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｘ
ｏ
ｎ－

Ｃ
）
が
稼
働
し
て
い
ま

す
。
装
置
の
入
れ
替
え
に
よ
っ
て
以
前
の
装

置
よ
り
早
く
、
詳
し
い
検
査
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
骨
密
度
と
は
、
骨
を
作
っ
て
い
る
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
骨
に
詰
ま
っ
て
い

る
か
を
表
す
も
の
で
、
骨
の
強
さ
を
示
す
指

標
の
ひ
と
つ
で
す
。
腰
の
骨
（
腰
椎
）
や
足

の
付
け
根
の
骨
（
股
関
節
）
を
撮
影
し
解
析

処
理
を
行
う
こ
と
で
、
具
体
的
な
数
字
と
し

て
骨
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
撮
影
自
体
に
10
分

ほ
ど
時
間
が
必
要
で
し
た
が
、

装
置
の
性
能
が
向
上
し
た
た

め
約
半
分
の
時
間
で
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
骨
の
強
さ
は
、「
骨
密
度
」

と
「
骨
質
」
で
表
さ
れ
ま
す
。

　
当
院
装
置
で
は
、
骨
密
度
の
測
定
に
使
用

し
た
画
像
か
ら
、
追
加
撮
影
な
し
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ

（Trabecular Bone Score

）
と
い
う
値

を
算
出
で
き
ま
す
。

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
と
は
骨
微
細
構
造
に
関
す
る
指
標

で
、
骨
の
質
を
表
す
も
の
で
す
。
従
来
の
骨

密
度
と
併
せ
て
評
価
す
る
こ
と
で
骨
の
強
度

を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
骨
折

の
リ
ス
ク
評
価
に
大
変
重
要
な
数
値
で
す
。

　
患
者
さ
ま
一
人
一
人
に
必
要
な
検
査
は
異

な
り
ま
す
。
骨
密
度
検
査
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
気
軽
に
主
治
医
等
病
院
ス
タ
ッ

フ
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

骨
密
度
測
定
装
置
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

骨
質
解
析
が

可
能
で
す
！

か
た
お
か

み
ね
お

＜

放
射
線
部
　
技
師
長＞

片
岡
　
峰
雄

　当院では毎年11月を医療安全・手指衛生推進月間としており、昨年に続き、「～患者さまと共に歩む医療
安全・感染管理～」をテーマとし、院内職員をはじめ、一般の方からも標語・川柳・ポスターを募集し院内
に掲示しました。全国からもご応募があり、総数266点となりました。
　今年も、新型コロナウイルス感染症の影響は続いており、「医療安全・手指衛生共同イベント」は実施で
きませんでした。しかしながら、皆さまからいただいた応募作品と投票により、無事に入賞作品が決まりま
した。医療安全部門の最優秀賞３作品、優秀賞６作品、感染管理部門の最優秀賞３作品、優秀賞６作品、特
別賞１作品が選ばれました。また、小規模ではありますが表彰式を実施しました。結果は当院ホームページ
にも掲載しております。このたび、ご応募、投票いただいた皆さま、ご参加いただき誠にありがとうござい
ました。今後も院内の意識向上に努めてまいります。

医療安全医療安全
投
薬
前

お
尋
ね
し
ま
す

「
君
の
名
は
？
」

最優秀賞最優秀賞最優秀賞最優秀賞 最優秀賞最優秀賞
一般の部一般の部Ｓ

ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

そ
れ
っ
て　
ほ
ん
と
に

Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
？

最優秀賞最優秀賞
職員の部職員の部手

指
衛
生

で
き
て
る　
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル

最優秀賞最優秀賞
職員の部職員の部 か

わ
い
い
ね

背
伸
び
で
プ
ッ
シ
ュ

も
み
じ
の
手

最優秀賞最優秀賞
一般の部一般の部マ

ス
ク
し
て

み
ん
な
美
人
に

み
え
る
今
日

特別賞特別賞
一般の部一般の部

手指衛生手指衛生

医療安全・感染管理
合同キャンペーン
医療安全・感染管理
合同キャンペーン
標語・川柳・ポスター
入賞作品発表
標語・川柳・ポスター
入賞作品発表

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院

市民病院からのお知らせ
hospital news



当院
で働く職員を紹介しま

す
。

医療ソーシャ
ルワ

ー
カ
ー

も
っ
と
知
り
た
い。

　
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
業
務
の

中
で
、
多
く
を
占
め
る
の
は
退
院
支
援
で

す
。
入
院
治
療
後
、
本
人
の
望
む
生
活
に

戻
っ
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

面
談
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を
通
し

て
、
今
後
の
患
者
さ
ま
の
生
活
に
お
け
る

困
り
ご
と
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
解
決
す

る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
実
際
に
困
り
ご
と
を
解
決
で
き
る

よ
う
に
、
そ
の
人
に
合
っ
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
等
の
社
会
資
源
が
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
６

名
、
退
院
支
援
専
従
看
護
師
２
名
、
公
認

心
理
師
１
名
、
事
務
職
員
１
名
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
か
職
種
関
係
な
く
検

討
し
て
お
り
、
担
当
者
の
み
で
抱
え
込
ま

ず
、
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
け
る
職
場

で
す
。

嶋
田
：
患
者
さ
ま
が
転
院
先
を
退
院
後
に

送
ら
れ
て
く
る
診
療
情
報
提
供
書
で
、
Ａ

Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
が
向
上
し
、
自

宅
も
し
く
は
施
設
に
退
院
し
た
記
録
を
み

る
と
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

高
木
：
患
者
さ
ま
が
退
院
・
転
院
し
た
ら

終
わ
り
で
は
な
く
、
経
過
を
振
り
返
る
こ

と
で
課
題
と
な
る
点
を
見
出
し
、
よ
り
良

い
支
援
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

嶋
田
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
、
漫
画
を
読
ん
で
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

最
近
は
屋
内
施
設
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
中
学
か
ら
大
学
ま
で
続
け

て
き
た
弓
道
を
再
開
し
、
試
合
へ
の
参

加
、
昇
段
審
査
を
目
標
に
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。

高
木
：
元
々
趣
味
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
時
節
柄
、
機
会
を
作
れ
ず

試
合
を
見
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
感
染
状

況
が
落
ち
着
い
た
ら
ま
た
サ
ッ
カ
ー
を
し

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

6階東病棟副主任

柴田　淳子
じゅんこしばた

4

休
日
の
過
ご
し
方
や
、
最
近
ハ
マ
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

▲入院治療後、本人の望む生活に戻ってい
けるように支援を行います。

仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
ど
ん
な
時
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

地
域
連
携
室
（
退
院
支
援
部
門
）
は

ど
の
よ
う
な
職
場
で
す
か
？

　
院
内
で
看

護
学
生
を
見

か
け
た
こ
と

が
あ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
当
院
は
、
看
護
師
養
成
機
関
の

臨
地
実
習
を
受
け
入
れ
、
後
進
の
育
成
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
臨
地
実
習
は
、
実
際

の
医
療
現
場
で
患
者
さ
ま
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
実
習
中
の
経
験
は
、
看
護
師
と
し
て
の

礎
を
築
く
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
指
導
者

の
看
護
観
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
３
か
月
間
の
研
修
は
、
教
育
者
と
し
て

の
姿
勢
や
、
学
生
に
対
し
て
願
い
を
持
っ

て
指
導
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
看

護
観
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
院
内
の
調
整
や
、
養
成
機
関
と
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
看
護
に
対
す
る
喜

び
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
看
護
師
の
卵

た
ち
の
学
び
を
支
援
し
て
い
き
た
い
で

す
。

高木　慎太朗

地域連携部
地域連携室　主事
た か き し ん た ろ う

仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

実習指導者研修に
参加しました！

嶋田　優香

地域連携部
地域連携室　主事
し ま だ ゆ か

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院－6－



　当院と連携している医療機関等を紹介します。
　登録医の先生と当院とは、患者さまの病状に
合わせた治療が行えるよう、密接な関係をつ
くっています。

下関市立市民病院　地域連携室
電話：083-224-3860 FAX：083-224-3861

地域の き
ず
な

〒750-0075　下関市彦島江の浦町1丁目5番24号　TEL：083-267-6699　＜整形外科・理学療法科＞
月・火・水・木・金：9:00～12:30、14:00～18:00　土：9:00～12:30（午後休診）

ひろせ耳鼻咽喉科クリニック 院長　廣瀬　敬信 先生
ひろせ よしのぶ

〒750-0009　下関市上田中町2丁目9-6　TEL：083-227-2356　＜耳鼻咽喉科、頭頸部外科＞
月・火・水・金：9:00～12:00、14:30～18:00　木・土：9:00～12:00（午後休診）

山口整形外科 院長　齋木　正彦 先生
さい き まさひこ

　令和３年 10 月に上田中町に開院させて頂きました。私は平成 14 年
に山口大学医学部を卒業し、大学院では主に聴覚保護に関して研究後
に米国に留学し、難聴や目眩に関する研究を行いました。帰国後には
臨床では主に頭頸部癌に対して他科の協力も得ながら手術、抗がん剤、
放射線治療、またその指導に従事致しました。
　幸いコロナ感染が多少落ち着いた中での開業となりましたが、オミ

クロン株への流行の兆し（令和４年１月時点）など、まだまだ予断を許さない状況です。元より耳鼻
咽喉科は副鼻腔炎、中耳炎、咽頭・扁桃炎など感染症が多い領域です。患者様には安心して受診して
いただけるよう、感染症に配慮した医院設計と致しました。具体的には待合室の天井を高くし、スペー
スを広くとることで密を避け、かつ風通しが良いようにしております。また発熱患者様用の隔離室を
用意し、入り口を別にする事で一般患者様とは動線を分けるようにしております。
　これまでの経験を活かし微力ではございますが、地域医療に貢献できるよう努めてまいりますので、
何卒よろしくお願い申し上げます。

　2021 年 1 月 25 日より山口整形外科に勤務を始めて 5 月 1 日に継
承しましたので、御挨拶申し上げたいと思います。
　私は平成 11 年久留米大学を卒業し、そのまま同大学整形外科に入
局致しました。その後は、久留米大学、筑豊労災病院に勤務しており
ましたが、平成 13 年 11 月に父の不幸もあり、山口大学整形外科に
入局致しました。
　山口大学、宇部興産中央病院、山口労災病院で、様々な症例を経験
させていただきました。
　斎木病院、都志見病院では、一人整形外科医として頑張っておりましたが、年齢も 50 歳を超えて
限界に達しておりました。今回、山口先生との御縁もあり、継承の運びとなりました。地域医療のお
役に立てるように努めてまいりますので、今後とも、どうぞ宜しくお願い致します。
　市民病院の先生方へ　数多く紹介させて頂いております。これからも御迷惑をかけると思いますが
何卒よろしくお願い致します。

－7－
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内 科・消 化 器 内 科
内 科・呼 吸 器 内 科
内 科・循 環 器 内 科
禁煙外来（午後・予約制）

内 科 ・ 腎 臓 内 科

内 科 ・ 血 液 内 科

内 科
リウマチ膠原病内科

糖尿病内分泌代謝内科（午前中）

神経内科（午前中・予約制）
精 神 科
心 臓 血 管 外 科

呼吸器・感染症外来（呼吸器外科）

呼吸器腫瘍センター（呼吸器外科）

脳 神 経 外 科

　

眼 科

放 射 線 診 断 科
放 射 線 治 療 科

外来診療のご案内 2022年２月１日現在　（※）…非常勤医師

◆糖尿病教室（要予約：内科外来にお問い合わせください。）
◆ペースメーカー外来（内科外来：要予約）　毎月第３月曜日13:00～15:00（第３月曜日が休日の場合は第４月曜日）
◆ロービジョン外来（眼科外来：要予約）視覚に障害があるため生活に何らかの支障を来している方への支援
◆整形外科は再診・新患ともに完全予約制です。急患はご相談ください。

〒750-8520 下関市向洋町一丁目13番1号
TEL：０８３-231-4111（代表）　FAX：０８３-224-3838
ホームページアドレス　https://shimonosekicity-hosp.jp/
地域連携室（紹介予約） 専用TEL：０８３-224-3860 専用FAX：０８３-224－3861

外  　　　　科

午  前

午  後

月 火 水 木 金曜日診療科

泌
尿
器
科

整
形
外
科

小　　児　　科
ア レ ル ギ ー
心　　身　　症
健診･予防接種
慢 性 疾 患
心　　身　　症
神　　　　　経

午 前 （一 般 外 来）

午 後 （更年期外来）
疼 痛 外 来
ペインクリニック内科 午  後

午  前

小 児 外 科

皮 膚 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科・歯 科 口 腔 外 科

緩 和 ケ ア 外 来
救 急 科（午 前・午 後）

小
　
　
児
　
　
科

産
婦
人
科

午
　
前

午
　
後

予
約
制

予  
約  
制

再  　　　　　　診

新　  　　　　　患

一  　診 （初　　診）
二  　診 （予約のみ）

地方独立行政法人

SHIMONOSEKI CITY HOSPITAL
下関市立市民病院

禁煙外来を行っています。当院は敷地内禁煙です。ご協力お願いします。

貫 陽一郎／山本 翔太 野坂 佳愛 貫 陽一郎 野坂 佳愛 山本 翔太

前田 大登（※）

金子 武生

花香 哲也（※）（午前）川口 貴子（※）（午前）
金子 武生／野田 裕剛 金子 武生 安田 潮人 辛島 詠士 辛島 詠士／有馬 岳史

坂井 尚二 内田 裕士（※）（第1・第3・第5）
北村 博雅（※）（第2・第4）

坂井 尚二
吉村 潤子（※）（午後）

久保 安孝

大田 俊一郎
甲斐 達也（※）（午前） 大田 俊一郎

久保 安孝

大田 俊一郎
真弓 武仁（※）（午後 予約のみ）

大田 俊一郎
（地域連携室 紹介のみ） 福元  遼（※）（午前）

伊奈 雄二郎
（糖尿病内科のみ）

本田 真也（※）
原 正吾（※）

伊奈 雄二郎
（糖尿病内科のみ）

伊奈 雄二郎
（午前 糖尿病内科のみ）

上野 安孝／松山  翔 上野 安孝／栗栖 和宏
石光 寿幸／宮竹 英志

川地 眸
石光 寿幸
中原 千尋

大谷 和広
宮竹 英志 田村 徹郎

田村 徹郎

石光 寿幸
大谷 和広

乳腺外来　石光 寿幸
大谷 和広

ストーマ外来（新患）第2・第4

乳腺外来　石光 寿幸

中原 千尋

ストーマ外来（第2・第4）
大谷 和広

吉田 順一（要相談） 吉田 順一（要相談） 吉田 順一（要相談）

院長外来（院外紹介）／宮竹 英志

乳腺外来 川地 眸（地域連携室紹介のみ）
吉田 順一（要相談） 吉田 順一

井上 政昭／橋本 鉄平

中村 晶俊（※）（第2・第4午後）

井上 政昭（予約のみ）
名部 裕介井上 政昭

亀井 一輝／九大派遣医師（※）

中村 隆治／尾中 貞夫 中村 隆治／桶谷 英司 中村 隆治／尾中 貞夫 中村 隆治／尾中 貞夫
桶谷 英司（午後）

大﨑 祐一郎／木戸 麻理子 太田 浩二／井上 逸人 山下 彰久（午前）
江﨑 克樹 原田  岳／橋川 和弘 渡邊 哲也／岸川 準

白澤 建藏（※）

太田 浩二 渡邊 哲也
江﨑 克樹

山下 彰久（午後）
原田  岳／岸川 準

山下 彰久(午前）
大﨑 祐一郎

橋川 和弘
白澤 建藏（※）(午前）

原 宏二 藤井 央法 吉弘  悟 藤井 央法
藤井 央法 吉弘  悟 藤井 央法 吉弘  悟

石村 良嗣（午前中） 石村 良嗣（午前中） 石村 良嗣（午前中） 石村 良嗣（午前中）
ロービジョン外来（第4午後）

山砥 茂也
有賀 美佐子 有賀 美佐子 有賀 美佐子 有賀 美佐子（午前のみ） 有賀 美佐子

大賀 由紀（※）（不定期）
河野 祥二（※）

河野 祥二（※）

河野 祥二（※） 河野 祥二（※）
大賀 由紀（※）（不定期）

綿野 友美（※）（不定期）

前田 博敬（第1・第3・第5）
川﨑 憲欣（※）（第2・第4） 前田 博敬 前田 博敬 前田 博敬

門脇 史宜（※）
藤原 義樹 藤原 義樹 藤原 義樹

前田 博敬（予約のみ）

内田  寛
午後の外来は13～14時受付

内田  寛
午後の外来は13～14時受付

内田  寛
午後：手術

内田  寛
午後の外来は13～14時受付内田  寛

平  俊明
木田 裕太郎

平  俊明
伊藤 彩（※）

平  俊明
木田 裕太郎

平  俊明
木田 裕太郎

上原 雅隆
細井 俊輔

上原 雅隆／細井 俊輔
長畑 佐和子

上原 雅隆／細井 俊輔
入学 陽一（※）（予約のみ）

上原 雅隆／細井 俊輔
長畑 佐和子

上原 雅隆
細井 俊輔

牧野 一郎（午前中）（予約制）
中原 千尋 尾中 貞夫 中原 千尋 中原 千尋／尾中 貞夫

関  千尋（午前中）（予約制）
中原 千尋

平  俊明
伊藤 彩（※）

原 宏二
吉弘  悟

石村 良嗣（午前中）

病院の最新情報は
こちらから
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